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1 EMS BWG 活動方針

繋げる～繋がる～魅せる
～お客様の環境に合わせて、お客様に最適な仕組みを～

【キーワード】
#つなげる #つながる #みえる #みせる #みせるば
#SCADA #MES #FEMS #BEMS #HEMS # CEMS #エネマネ #エネ監 #GX
#IoT #AI #センサー #制御 #設備 #盤 #通信 #PLC #RTU # Modbus #FA
#ファシリティ #スマート工場 #中小企業 #九州 #福岡 #北九州 #熊本 #長崎

★初回参加メンバー

【活動方針】

➢下から上まで、つながる！見える！

➢お客様を丸っとコーディネート出来る協業ビジネスを推進

➢中小企業向けに導入可能な仕組みをBACメンバーによる協業で実現する

➢九州を盛り上げ～地方から全国へ

★新規会員募集予定メンバー★

・ビーリッジ
・リョーワ

・HAVE TECH
・GUGEN

・アイナックシステム



2 EMS BWG 設立趣旨

❑エネマネに関する相談が増えている

❑相談は多いが、知識不足・エンジニア不足及び領域が

異なる分野での連携が多くなるため１社では構築が難しい

❑ファシリティーとソリューションが繋がる仕組みを

提供できるチームを作りたい

❑地方の中小規模向けスマートファクトリー化支援

❑ IBMさんと共創ワークショップを実施し

新規ソリューション企画～開発にトライ



3 EMS BWG 運営メンバー

➢リーダー
MiSERU 津田

➢サブリーダー（募集中）
MiSERU 一橋

福岡情報ビジネスセンター 武藤さん

ベル・データ 木村さん

➢特別顧問
日本マイクロシステムズ 橋爪さん

➢支援メンバー（募集中）



4 EMS BWG 活動計画（今後の予定）

１.イントロダクション
①EMSを通じてどういったビジネスに繋がるだろう？
②どの様な技術領域が必要になるのだろう？
③どの様な協業連携が生まれてくるかな？

２．EMSってなに？CNってなに？

３．EMSの種類 FEMS、BEMS、HEMS・・・

４．ディスカッション！
・・・EMS-BWGの進め方や活用方法について

どの様に協業に結び付け～収益ゲットに繋げるか？

Aさん：初めて足を踏み入れる分野です！
Bさん：いやいや、私はその辺りのスペシャリストですよ♪

などなど、いろんなメンバーさんがいると思います。

大手だけの取り組みだと思っている方も多いと思いますが
これからは社会全体で取り組む必要があります。

先ずは勉強会から始め、地方～中小企業でも取り組むことが出来る活動として、進めていきます！

【アジェンダ例】

回を重ねていきながら
少しずつ、下記のような活動
を進めていけたらと思います

・実績報告
・ソリューションPR
・協業ワークショップ
・EMS導入企業見学
・ソリューション開発
などなど



5 EMS BWG 協業イメージ

？どのような協業連携が必要になるのだろう？？

まずはそれぞれの領域に対する知見を深めましょう！
合わせて、各領域をカバーする協業メンバーを集め
“ EMS ”の名を旗頭に、導入支援チームを構築し
協業連携をもってビジネス展開できればうれしい！

ユーザー領域
ニーズ発掘

EMSの必要性
業務課題の抽出
あるべき姿の指南

ローカル側領域

インフラ・自動化・制御
ファシリティ監視
⇒データ、発停、状態、設定
⇒PLC、RTU、DCS、IoT
⇒制御盤、キュービクル、受電 上位システム領域

SCADA(xEMS)
他業務システム連携
⇒MES、ERP連携
⇒エネルギー管理全般
⇒原単位、稼働率/負荷
⇒故障予兆、保全など

クラウド領域

EMS
⇒エネルギーマネジメント全般

データ集積
データ監視
データ分析

セキュリティ
ネットワーク領域

自社内
事業所間
地域間連携など

電力事業領域

太陽光
蓄電・売電
バイオマス発電
VPP
電力アグリゲータなど

エネマネ
コンサル領域

省エネ(電力など)診断
⇒事業所の使用傾向分析

省エネ改善案策定
⇒施設/設備運用指南

創エネ導入案提示
⇒提案/投資回収試算



6 EMS って何？

エネルギーマネジメントシステム
エネルギーマネジメントとは、工場やビルなどの施設におけるエネルギー使用状況を把握した上で
最適なエネルギー利用を実現するための活動を指します。

そういった活動を支援するためのシステムが、エネルギーマネジメントシステム（EMS）です。
EMSによってエネルギー使用状況の「見える化」や、管理・分析・制御といった
全般的なエネルギーマネジメントが可能になります。

※その他



7 EMS 関連補助金（参考）

様々な補助金が活用できます！
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